
（提案書 様式①）             

 

協働事業計画書 

事  業  名 印西市木下地区歴史講座 

事 業 の目 的  

 

 

 

 

 

➀木下は、江戸期から明治期にかけ、木下街道という「道」、利根川という「川」

に繋がることにより繁栄した都市である。今回は、多彩な講師陣から木下街

道及び行徳航路を体系的に学び、木下への理解を一層深め、市民のふるさと

意識醸成等に寄与させる。 

➁受講生（市民）に体系的に学ぶ機会を提供し、調査研究等、生涯学習への

モチベーションを高める。 

③沿道、沿川関係市区の市民等との交流の気運醸成を図る。 

市の施策の位置付

け及び協働部署 

（施策名）文化財の保護・活用 

（部署名）生涯学習課 

事 業 期 間  平成 29年 4月 1日  ～  平成 30年 3月 31日 

事 業 の内 容  

 

提 案 者 市 

○講師出講依頼調整（8名） 

○木下街道、行徳航路に係る情報収集 

（資・史料収集、街道下見等） 

○講座開催（8回・各回 10名） 

○特別講座開催（2回） 

・夏期市民歴史講演会（60名） 

・行徳航路体感乗船イベント（30名） 

○木下街道巡検（3回・各回 30名） 

・全行程約 36ｋｍを 3 回程度で走破し、木

下街道を実地に体感する。また、途中、関係

する博物館にて学ぶ。 

○木下河岸、木下街道、利根川水運の調査研

究を意欲のある受講生と行う。 

○他団体との協議・調整 

○関係市役所及び区役所への

講座開催の支援 

○特別講座開催（夏期講座、行

徳航路体験乗船）の支援 

○木下街道巡検の支援 

 

事業に要する経費 
※詳細については、
様式③による 

24,000円 589,100円 

事業の運営体制 

➀塾生 2名を主担当に、会長以下 10名程度により運営する。 

➁講師は関係市区の博物館学芸員又は研究者とする。 

③印西市生涯学習課と密接な連携体制をとる。 

 



 

 

協働のメリット 

 

提案者 市 民 市 

➀印西市との協働によ

り関係市区からの信頼

性が増し、企画内容の実

現性が高まる。 

②活動を市内外の市民

等にアピールできる。 

③吉岡まちかど博物館

という歴史的建造物の

保存・活用に寄与でき

る。 

④木下街道等の調査研

究への機運が醸成でき

る。 

➀ 沿道、沿川市区の学

芸員等から直接学ぶこ

とができる。 

②地元、木下、木下街道

への理解が深まり故郷

意識が醸成される。 

③木下河岸、木下街道等

への市民による調査・研

究意識が醸成される。ま

た、生涯学習のきっかけ

となる。 

➀市民団体の活用によ

り、市民へよりよい 企

画が提供できる。 

②木下街道、行徳航路を

とりあげることにより、

市民に木下への理解を

一層深めさせることが

できる。 

 

対話方法 市への月度活動報告、随時情報交換 

事業の周知や 

評価の方法 

➀印西市の広報、ミニコミ誌、チラシ、ポスター、ホームページ 

➁参加者へのアンケートによる。 

備    考 

 

関係団体等：観光協会、印西ふるさと案内人協会 

その他（添付書類等）「寺子屋吉岡」・チラシ  



（提案書 様式③） 

企画提案型協働事業経費内訳書 

 

総事業費（無償分を含む）金 1,779,100円 

       市から団体への委託費   （金 589,100円）   

【歳入】 

項   目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

市に負担を求める額 人件費、交通費、報償費、印刷製本費、通信運搬費、保

険料 

589,100 

提案者負担分 会場費 24,000 

参加者負担分 資料代（500円×200部＝100,000円） 100,000 

無償労働力等 

換算金額 

労働力 1,066,000円  （1,066,000） 

合 計（無償分を含

めない） 

 713,100 

無償分を含めた 

合計額 

 （1,779,100） 

 

【歳出】                 

項   目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

人件費＊ 

 

1.月例講座運営 4時間×820円×8日×2名＝52,480円 

2.夏期特別講座 4時間×820円×1日×6名＝19,680円 

3.木下街道巡検 8時間×820円×6日×3名＝118,080円 

4.行徳航路体験（小名木川等乗船体験） 

 8時間×820円×2日×3名＝39,360円 

229,600  

報償費＊ 

 

1.講師謝礼（8人分）7,300円×8回＝58,400円 

2.夏期講座謝礼（1人分）35,000円×1回＝35,000円 

93,400 

交通費＊ 1.講師訪問交渉（印西市を除く 4市 3区）1名分 1回  

起終点は木下駅とし、同駅から各博物館迄とする。以

下同じ。 

    12,248円×1名×1回＝12,248円  ≒12,200円 

2.行徳航路乗船体験・博物館訪問 

下見・引率（3人分、2回）       

2,833円×3名×2回＝16,998円 ≒17,000円 

 日本橋からの乗船体験後、行徳河岸、中川船番所資料

館、江戸川区郷土資料室見学 

64,000  



3.木下街道巡検 1（木下河岸跡～白井駅） 

下見・引率（3人分、2回）白井市郷土博物館見学   

 1,478円×3名×2回=8,868円 ≒8,900円 

4. 木下街道巡検 2（白井駅～船橋法典駅） 

下見・引率（3人分、2回）鎌ヶ谷市郷土博物館見学   

     1,688円×3名×2回＝10,128円≒10,100円 

5. 木下街道巡検 3（船橋法典駅～行徳駅） 

下見・引率（3人分、2回） 

市川歴史博物館、船橋市郷土博物館見学   

2,626円×3名×2回＝15,756円 ≒15,800円 

合計 64,000円 

印刷製本費＊ 1.Ａ4告知チラシ 500部×4回×40円＝80,000円 

2.Ａ3告知ポスター 50部×4回×300円＝60,000円 

3.Ａ4寺子屋吉岡講座案内チラシ 

                 2,000部×1回×20円＝40,000円 

180,000 

資料作成費 200部×500円＝100,000円（実費参加者負担） 100,000 

通信・運搬費＊ 1.講師連絡＠140円×10人×2回＝2,800円 

2.既卒寺子屋生連絡＠82円×100名×1回=8,200円 

                                   計 11,000円 

11,000 

保険料＊ 1.定期講座：1,500円 

2.木下街道巡検・行徳航路体験（小名木川等乗船） 

            3,300円×4回＝13,200円 

14,700 

 

会場費（電気代他） 会場費         2,000円×12回＝24,000円  24,000 

提案者が負担する

無償労働力 

4時間×820円×65日×5名＝1,066,000円 

企画立案、企画書作成、講師交渉（9名）、情報収集、現

地調査、資料収集、調査、資料作成、定期講座受講生、

木下街道巡検及び行徳乗船体験の募集案内・受付。ミニ

コミ誌等広報依頼等事業実施に伴う一式 

（1,066,000） 

合 計（無償分を含

めない） 

 713,100 

無償分を含めた 

合計額 

  （1,779,100） 

                                ＊印は市に負担を求める項目 


